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 はじめに

 南伊豆町学校統合審議会は、平成 26年 11月 18日に南伊豆町教育委員会から、南上
小学校の再編成について諮問された。

 諮問理由とし、平成 17 年度に開催された前回の学校統合審議会の「平成 26 年以降
も複式学級が解消されない見込みであることが判明したときは改めて学校統合審議会

を設置することが適当である」という答申内容を受けて改めて諮問されたものである。

 南上小学校の複式学級についてと、テーマが絞られているため、審議会では、複式学

級について掘り下げて検討を重ねてきた。

 ８回の審議会を開催し、次代を担う子どもたちの教育効果を第一に考えて、南上小学

校が学校として最大限の機能を発揮できる教育環境をつくり出すために、地域や学校風

土に配慮しながら討議を重ね方策を取りまとめたので、ここに本審議会の検討結果を答

申する。

 平成２８年２月１９日

   南伊豆町学校統合審議会 会長  木下 和美

01



南上小学校の再編についての結論

複式学級が 2学級発生する見込みのときは、統合に向け速やかに再度統合審議会を開
催し、統合年度を明らかにする。

 本審議会において、この結論に至った経過等について、以下に記す。
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Ⅰ 南上小学校の統合についての提言

 １．前提となる南上小学校の統合に関する提言

（前回の統合審議会の内容：資料№1）
   本審議会の検討の基になる、平成 18年 3月の南伊豆町学校統合審議会の「小中
学校の再編」による南上小学校の基本的な考えは、次のとおりである。

（１）基本となる事項

複式学級を解消するため、南中小学校と南上小学校及び三浜小学校を統合する

という素案で審議した。複式学級を早急に解消して適正規模の学校で教育を受け

させるべきということに委員の意見は一致したが、南上小学校は今後児童数が著

しく減少する傾向はみられないため、「平成 26 年以降も複式学級が解消されない
見込みであることが判明したときは改めて学校統合審議会を設置することが適当

である」という結論であった。

 ２．南上小学校の再編成について諮問されてからの経過

□ 学校統合審議会の設置及び諮問（平成 26年 11月 18日）
 審議会委員の委嘱書の交付を行った。会長及び副会長の選出を行い、会長が南伊

豆町教育委員長からの諮問を受けた。

□ 第 1回審議会（平成 26年 11月 18日）
 ・前回の答申内容の確認

 ・町内小中学校の児童生徒数の確認

 ・今後の進め方についての確認

□ 南上小学校授業見学 （平成 26年 12月 2日）
 ・南上小学校の複式学級を見学

□ 第 2回審議会 （平成 27年 1月 26日）
 ・複式学級のメリットデメリットの確認

□ 南上地区区長会へ説明（平成 27年 2月 5日）
 ・これまでの議事内容の説明

□ 第 3回審議会（平成 27年 2月 25日）
 ・地域における学校の役割、委員の変更について
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□ 新任委員への説明会（平成 27年 5月 22日）
 ・これまでの議事内容の説明

□ 南上地域振興協議会への説明会（平成 27年 5月 29日）
 ・これまでの議事内容の説明

□ 南上小学校授業見学（平成 27年 6月 24日）
 ・南上小学校の複式学級を見学

□ 第 4回審議会（平成 27年 7月 1日）
 ・アンケート調査について

□ 第 5回審議会（平成 27年 8月 3日）
 ・アンケート調査について

□ 第 6回審議会（平成 27年 11月 9日）
 ・アンケート調査について

□ 第 7回審議会（平成 27年 12月 17日）
 ・答申書の内容について

□ 第 8回審議会（平成 28年 2月 1日）
 ・答申書の内容について

３ 南上小学校の基本的な考え方

南上小学校の統合について審議会を開催するうえで、様々な角度から検討する必要

があると思われたが、そのベースには「子どもにとって何が良いのか」という考え方

で審議会を開催した。

４ 南上小学校の現状

（１）南上小学校における児童数の現状と将来推計

  「平成 26年以降も複式学級が解消されない見込みであることが判明したときは改
めて学校統合審議会を設置することが適当である」という前回の答申で設置された統

合審議会であるため、児童数の現状と将来推計について、住民基本台帳から抽出して

将来推計をした。（別添資料№2）
  現状においては複式学級が見られるものの、平成 31 年度及び 32 年度は、複式学
級は解消され、平成 33年度からは再度複式学級が発生する見込みである。児童数に
ついては、若干の増減はあるものの現状数（48人程度）を維持している。
  これは、あくまでも調査時点での推計であり、転入及び転出は見込んでいない数値
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である。

  とはいえ、南上地域は移住者に好まれる地域であり、かつ町の移住施策の拠点地域

でもあることから、今後児童数が増える可能性のある地域である。

  ※（参考）前回の統合審議会開催時の平成 17年度の児童数は 56名。

（２）複式学級による学力問題

  複式学級は、一般に教育上の課題が極めて大きいとされている。（公立小学校・中

学校の適正規模・適正配置等に関する手引き 平成 27年 1月 27日文部科学省）
  現在の南上小学校は、2学年と 3学年が複式学級であり、同じ教室で授業を受けて
いる状況であり、それが効果している場面もあるが、課題があるのは事実である。

  様々な課題があるが、その中で学力向上のため、町では臨時的任用職員（町費負担

教員）を配置し、主要教科である国語、算数、理科、社会については学年を分けて単

学年で授業を行っている。

（３）地域との連携

  南上小学校は、運動会を中心に地域と学校との連携が良く図れている。他校におい

ても地域連携は行っているが、運動会を地域と合同で行うという形式は近隣でも見ら

れない。

  地域においても、これを楽しみにしているという意見も多い。

（４）統合に対する保護者等の意識

  現在在籍する南上小学校の全児童の保護者、これから南上小学校に就学予定の児童

の保護者に対して、南上小学校の統合に関するアンケート調査を実施した。

（集計は資料№3）
 保護者の約 8割が、「今後も統合をしない」及び「再度検討する（平成 33年まで統
合しない）」というものであった。

 また、参考に南伊豆町立小中学校の教諭（管理職 10 名、一般教諭 43 名）もアン
ケート調査を実施した。（集計は資料№4）
 実際に統合した児童生徒やその保護者の現在の状況も把握したいため、平成 26年
度に閉校し、南中小学校及び南伊豆中学校に通うことになった元三浜小学校児童生徒、

その保護者及びその家族にもアンケート調査を実施した。（集計は資料№5）
 アンケートに対して快いご協力を賜った方々に感謝の意を表する。

（５）現状のまとめ

  上記にさまざまな現状を記したが、南上小学校は、小規模校に見られがちな顕著な

デメリットは見られない。
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５ 南上小学校の課題

（１）教育効果の維持

  南上小学校は、複式学級もあることから教職員の定数が十分ではない。必要最低限

の教育を維持するための教職員数である。現在において、より高い教育効果を発揮す

るため町の臨時的任用職員を配置しているが、正規の教職員配置ではなく、あくまで

も臨時的という性質上、好ましいものではない。今後、配置が見込めなくなる場合も

ある。

６ 南上小学校の統合について

（１）統合の考え

  児童の教育的効果を優先する。学校は地域の精神的支柱であることから、南上小学

校に対する地域や保護者の厚く強い想いもあるが、現状において、どのような状態が

教育的効果を発揮するかを統合の基本とした。

（２）統合の時期

  教育的効果に配慮するため、複式学級が 2学級発生する見込みのときは、統合に向
け速やかに統合審議会を開催し、統合年度を明らかにする。

７ 将来的な提言

（１）南上小学校への期待

  南上小学校と地域との連携は、他地域に誇れるすばらしい財産である。

  南上小学校は地域との連携が密であることから、よりよい学校運営や地域活性化が

図れるよう、地域も更に学校との連携を図り、コミュニティスクール的な活動を取り

入れるなど、子どもたちが誇りに思える南上小学校が創られることを期待する。

（２）南伊豆町立小中学校について

  すべての小中学校が小規模校であるため、専科教員の配置が十分ではない。将来的

な小学校の英語必修化などの対応に不安もある。南伊豆町の将来的な人口の推移を鑑

みると、いずれは１小学校１中学校になると思われるが、その時期は不透明である。

  中学校においては、生徒数の減少による部活動の維持についても問題化しつつある。

  これら諸問題を解決するため、南伊豆町全体の教育の在り方について方向性を示す

時期である。

  小中一貫校制度についても検討を行い、児童生徒が教育格差を感じないよう検討を

お願いする。
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資料№３
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資料№４
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